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This paper deals with celebrated Mount Auburn Cemetery in Boston: what impact it had on the 
mid-19th century American mind and culture.  Then the author goes on to explore Herman 
Melville’s short stories, The Piazza Tales, especially its title piece “The piazza.”  
Mount Auburn Cemetery, founded in 1831, was the first American landscaped cemetery, open to 
everybody regardless of religion.  It was (and still is) beautiful with a lot of trees, bushes, flowers 
and sculptures.  There is a tall tower named Washington Tower on the high hill deep inside the 
cemetery.  People at that time travelled through the labyrinth to the Tower like pilgrims and drank 
in the wonderful view from there. They could see the Charles River, the City of Boston, farms, forests 
and mountains beyond and go back to their lives refreshed.  There was great enthusiasm for the 
landscape experience in the mid-19th century America: to travel to a high mountain to see a 
wonderful view and try to be in commune with God through nature.  The author believes Mount 
Auburn and other cemeteries famous for fine views served as short and convenient substitutes for 
“landscape experience.”  
Herman Melville was critical of landscape experience.  It is quite probable that Melville’s 
concern about the overheated enthusiasm for it led him to write “The Piazza.” In this work he first 
puts its narrator living in a seemingly American new paradise in meadows.  But the narrator gets 
attracted to the bright light on the nearby hill.  He travels to it like a pilgrim only to find a poor 
unhappy girl living alone in a dilapidated cottage and comes to realize the landscape seen from a 
high place quite illusory.   In the tales following “The Piazza”, Melville goes on to show the reader 
the true “all creation” seen from a low piazza like a ship deck at night.  By telling the stories of the 
people who are, as it were, on the other side of the bright all creation, and in the last tale, “The 
Bell-Tower”, making the arrogant watchtower itself fall, Melville tried to warn of the danger of the 
prevalent optimistic view in his time which “identified American destiny with the American 
landscape.” 
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アメリカ、ボストンの郊外、市内から地下鉄で簡単にア
クセスできるところに Mount Auburn という霊園がある。
霊園といっても決して暗い感じのところではなく、園内に
は明るい光が満ち溢れ、小川、樹木、灌木、花、彫刻に彩
られたちょっとした観光スポットになっており、ピクニッ
クに訪れる家族連れも多い。これが、19 世紀前半に誕生
したアメリカの「田園墓地第一号マウント・オーバーン」
(黒沢、149)である。本稿では、まず、Mount Auburn（以下、
Auburn または Auburn 霊園と略す）が当時のアメリカ文化
に持っていた意味を探り、そのあとで、時代の代表的作家
Herman Melville(1819-1891) の短編集 The Piazza Tales 
(1856) の巻頭を飾った短編“The Piazza”との関係性を述
べていきたい。 
Mount Auburn は、1831 年 9 月に、もともとハーバード
大学の学生たちのお気に入りの散策場所であった Sweet 
Auburn の森に誕生した。当時、ボストン市内の墓地はほ
ぼ満杯状態であり、早急にどこか郊外のさほど遠くない場
所に墓地を作る必要があったのである。Auburn 霊園設立
に重要な役割を果たした人物の一人として Jacob Bigelow 
(1786-1879)があげられよう。医師であった Bigelow は、死
は自然の大きな営みの一部であり、人間の朽ち果てた肉体
と自然（宇宙）が一体となることによって神秘的な交感が
達成されると考えた。当時は、まだ土葬は上流階級に必ず
しも受け入れられていなかったが、彼は、遺体が自然の中
で土にかえることを理想とし、森や木や花が点在する風景
庭園の中に、家族用の区画からなる墓地を作るという革新
的な提案をし、それが受け入れられて Auburn 霊園設立と
 
なったのである(黒沢、154-155)。 
Auburn 霊園の設立者たちは、ここを特定の宗派に関わ
りなく、すべての人々に開かれた霊園にしようと考えた。
そのためには宗派を超えた神の承認を願い、この地を「厳
粛な奉献式(consecration ceremony)を執り行って神聖なる
土地として宣言」（黒沢、172）する必要があった。1831
年 9 月 24 日、ニューイングランド地方の美しい秋の日に、
「自然の円形劇場 (natural amphitheater) 」のような霊園の
奥まった美しい谷に会場が設営され、奉献式が執り行われ
た（Bigelow、11）。 
Auburn 霊園は、最初から単に遺族ばかりではなく、一
般の人々をも対象に設計されたもののようである。霊園設
立の母体となったマサチューセッツ園芸協会の初代会長
Henry Dearborn (1783－1851）は、「墓地全体が、わが国で
もっとも教育的な、壮大で楽しい散策の場（promenade）
となるだろう」と述べている(黒沢、188)。promenade とは
ただ景色を楽しむために歩き回るのではなく、「精神的・
肉体的な再生（recreation）のための散策」を意味した。霊
園を訪れる者の中には子供も含まれていたが、当時の社会
改革者 Lydia Maria Child (1802-1880) は、1831 年の著書の
中で、母親に子供たちを散歩に連れ出すことを勧め、それ
は「神の創造物」たる自然に目を向けさせそこから宗教的
な教訓を学ばせるためであるとしている。そして、「死を
楽しく連想することが重要であると思われるので、墓は道
や木や美しい灌木などのある公共の散策の場所（places of 
public promenade）として作られるべきである」(190)と述
べている。 
ここで現在の霊園の案内図（図版１）を見てみよう。一
目で、霊園の園路がくねくねと曲がりくねり、さながら迷
路のようになっていることが見て取れる。この点は当時も
同じであった。1839 年には記念碑や彫刻の挿絵まで入っ
た見学者のためのガイドブックが出版されており(196)、来
園者は、ガイドブックを片手に樹木、花、そして故人をし
のぶ彫刻などの間を抜けて園路をたどっていったと想像
できる。Mircea Eliade は、「聖なる空間と時間」の中で、「迷
路は都市、墓、聖所などを守ることができたが、招かざる
者の侵害から呪術宗教的空間を守るのであった。・・・迷
宮は中心を守ることを使命としていた。すなわち、迷宮は
聖、不死、絶対的実在へ加入儀礼的に入ることを表現して
いた」（Eliade,76）という意味のことを述べている。すな
わち、「迷路はそれを通過して聖なる場所に至るメタファ
ー」（黒沢、181）といえる。  田園墓地の園路は、風景庭
園の曲がりくねった道を利用して、たとえば、John Bunyan
の The Pilgrim's Progress (1678)や Edmund Spenser の The 
Faerie Queene (1595)に描かれている巡礼のような魂の旅
へと人々をいざなったのである。 
もともと、17 世紀初頭にボストンを中心とするニュー
イングランド地方に住み着いた人々はピューリタンであ
った。カルヴィンの厳格な教えを奉じる彼らは、自然の中
を散策しながら、人間の死すべき運命を瞑想し、死の恐ろ
しさ、自己の罪深さを思い起こして神の恩寵にあずかる必
要性を認識することを常とした。しかし、それから二百年
以上の時がたち、格段に豊かになった生活を享受するよう
になった彼らの子孫は、いったい何を思い何を求めて霊園
を散策したのであろうか。彼らにとって、迷宮の中心にあ
る聖なるものとは何だったのであろうか。 
もちろん、実際に霊園に家族の墓を持つ人々にとっては、
その墓自体が聖なる場所だったに違いない。しかし、それ
だけではなかった。奉献式の演説で、設立に尽力した一人、
Joseph Story 判事（1779-1845）は、「田園墓地の美しい自然
の移り変わりの中で、人もやがては死の季節を迎え、人生
の享楽は一時的なものであることを悟るが、冬が終われば
また芽が吹き返すように死の後には永遠の命が待ち受け
ている」ということを示唆している（黒沢、191）。 
Auburn 霊園は太陽光がふんだんに入る開放空間として
作られたため、「人が死に対して抱いている不快な連想を
取り除き、本来は宗教によってのみ完全に取り除くことが
できる恐怖をやわらげてしまう」と心配する牧師もあった。
実際、1830 年代にこの地を訪れたイギリスの旅行家 Harriet 
Martineau は「ここには未来の輝く光以外何もない。死を
知らない異星人がこの地を訪れたなら、創造の聖地だと思
うだろう。一歩一歩が生命の約束に満ちている」と述べて
いる（192）。 
Auburn 霊園の自然のたたずまいを生かした美しさが評
判となり、その後 20 年たらずで都市には必ず田園墓地が
存在するといわれるほど急速に全米各地に広がったとい
う。1836 年にはフィラデルフィアの Laurel Hill Cemetery
が、1839 年にはニューヨークの Green-Wood Cemetery が作
られ、どちらもフェリーを使わないとアクセスできなかっ
たにもかかわらず、美しい景観で観光名所となった。1848
年には Laurel Hill に 3 万人、Mount Auburn と Green-Wood
にはそれぞれ 6 万人の人が訪れたと推測されている(2)。
Laurel Hill Cemetery の当時のガイドブックでは、霊園を訪
れる人たちを「巡礼」と呼んでいる。フィラデルフィアか
らフェリーで 1 時間半から 2 時間かかる道のりも、巡礼に
つきものの困難をともなう魂の旅にふさわしいと考えら
れた（179）。黒沢は、Auburn をはじめとするアメリカの
田園墓地は「新生国家にふさわしい希望に満ち満ちた再生
の場」、すべての人に開かれた「アメリカの聖地」であっ
たと結論付けている。美しい墓地は死者のために居場所を
確保すると同時に、生者にとっては理想的な平和の楽園の
様相を帯びたのである。それは、もはや、教会とは直接関
わりのない新たな聖地であり、自然そのものが教会となり、
森が神の社となったのである（193）。そして、Auburn の
中心部にはいかにも新しい「アメリカの聖地」にふさわし
く Washington Tower がそびえていた。 
すでに設立以前から、Mount Auburn のもっとも印象的な
特徴は中心部のかなり高い丘にあり、頂上は遠くからも眺
められるような記念碑を建てるのに大変ふさわしい場所
であるといわれていた(166)。1852 年から 2 年間かけて頂
上にゴシック様式の塔が建てられ、アメリカ建国の祖で初
代大統領であるジョージ・ワシントンに捧げられた。この
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わりのない新たな聖地であり、自然そのものが教会となり、
森が神の社となったのである（193）。そして、Auburn の
中心部にはいかにも新しい「アメリカの聖地」にふさわし
く Washington Tower がそびえていた。 
すでに設立以前から、Mount Auburn のもっとも印象的な
特徴は中心部のかなり高い丘にあり、頂上は遠くからも眺
められるような記念碑を建てるのに大変ふさわしい場所
であるといわれていた(166)。1852 年から 2 年間かけて頂
上にゴシック様式の塔が建てられ、アメリカ建国の祖で初
代大統領であるジョージ・ワシントンに捧げられた。この
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ように偉大な人物の記念碑を建てることは当時の国民の
好みであったと思われる。現在でも、塔のらせん階段を上
がって頂上の見晴らし台まで行くことができる。今では周
りの立木が大きくなり背の高い建物も多くなったため、も
はや見晴らしは抜群とは言えないが、それでも、チャール
ズ川やボストンの町を望むことができる。当時は、蛇行し
て流れるチャールズ川沿いにハーバード大学、その向こう
にはボストンの町、さらには畑や農家や村の教会、輝く湖
や谷、遠くの山々まで見渡すことができたという。つまり、
ここからは、身近な大学、畑や町とともに、アメリカの崇
高な自然をも見ることができたのであった。人々は、しば
しの間、この避難所で心身をリフレッシュした後、再び現
実の生活へと戻って行ったのではないだろうか。 
「ヒエラルキー的なキリスト教的自然観において、山は
その頂点に位置する。なぜなら山は天に近く聖なるもので
あり、また神がそこに宿るとされるからである」（藤江 273）。
18 世紀のピューリタンの神学者 Jonathan Edwards
（1703-1758） は「丘や山は天の原型である」と述べた
(Edwards 72)。山、光、白は自然界の階層で黒や暗黒に比
べ、上位にあるとされていた。歴史学者 Albert Boime は「高
所からの眺望は、19 世紀アメリカの風景に特徴的なユニ
ークな視点である」と述べている（黒沢、183）。当時の画
壇 the Hudson River School の代表的画家、 Thomas 
Cole(1801-1848)や Frederic Edwin Church(1826-1900)は高所
からの風景を好んで描き、一般人の間にも「風景体験」が
流行していた。ここで、風景体験の流行を生みだした時代
背景について少し考えてみたい。 
1820 年代後半、アメリカは成長期を迎え、ヨーロッ
パとは異なる存在の基盤をアメリカの自然に求めた。
これには、自然の中の壮大な物(natural sublime)を神の
glorious presence の啓示であるとする sublime 美学の影
響があったと思われる。ヨーロッパには立派な歴史と
文化があるが、アメリカにはヨーロッパにはないよう
な自然がある、もし、自然が divine spiritual order の啓示
であるならば、歴史的・文化的連想の乏しい、介在す
るもののないアメリカの壮大な wilderness でこそ、直接、
神と交わることが出来るのではないかと考えたのであ
ろう。その先達となったのが Cole や Church などの風
景画家であり、彼らは単に画家であったばかりでなく
「自然の聖書を解釈する副牧師、神の代理人」でもあ
った（Novak 14-15）。また、探検家でもあって「自然の
誕生以来、神が作った作品を見る最初の人間となり、
その原初のビジョンの中に神を見たいと願って」
wilderness の中に出かけていき(156)、キャンバスにアメ
リカの風景を再現して国民に広めたのである。こうし
て「アメリカの豊かな自然は、神が選ばれた人々に与
えた祝福である」（16）と広く信じられるようになった。 
「風景がひとたび国民の誇りの宝庫となるや、風景
体験を育成することは（多少危険を伴っても）当時の
重要な流行の一つになった(20)。」 風景は“types of the 
Divine attributes”と考えられ、それを見ることにより人
は生活の秩序を神の作品の秩序に一致させるよう学ぶ
ことができる(Durand 112)、自然を経験することは、
道徳的な人間にとってきわめて重要であると考えられ、
宗教に代わるものとして社会に容易に受け入れられた
のである。やがて、アメリカ旅行の標準コースと言え
る American Grand Tour が確立する。これは、the Hudson 
River に始まり the Connecticut Valley を終点とするもの
だったが(Sears 4)、かの有名な the Catskill Mountain 
House を含む the Catskills がその重要部分を構成してい
た(66-71)。人々はまず、ハドソン川を汽船で上りなが
ら流域のパノラマを堪能した後、Catskill 村で下船し、
the Catskill Mountain House を目指したのだった。 
the Catskill Mountain House（以下、Mountain House ま
たはハウスと略す）はキャッツキル山脈の South 
Mountain の肩に 1824 年に建造されたアメリカ初の
mountain hotel である。当時“that famous cloud-capped 
palace”(Richards 145)と呼ばれ、遠くから見たその姿は
キャッツキル山脈に白く輝く点として多くの絵画や旅
行記に残されている。 Catskill 村で下船した旅行者は、
たいていの場合、乗合馬車で Mountain House への山道
を登っていったが、中には、巡礼のように、杖を頼り
に歩いて登る人もあった。たとえば、Sands はこの旅を
天国への巡礼の旅になぞらえ、“only our pilgrim staves 
and scrips”を携えて歩いて登ったと記している（Sands 
204）。 
さて、Mountain House の呼び物と言えば、東斜面に面
した高くて大きな piazza（ポーチ）と、そこから見える
the Hudson Valley の景観であった。1840 年頃の夏にはこ
れをお目当てに“ half the population of the United 
States-more or less”がここに集まる(Willis 77)と冗談に言
われるほどの人気だった。1850 年代には、 James 
Fenimore Cooper(1789-1851)によってアメリカを代表す
る三つの風景のうちの一つに数えられ１)、まさに、風景
体験のメッカと言えるような場所だったのである。こ
の東斜面からの景色の素晴らしさについて述べた記事
は数多いが、そのうち、もっとも有名なのは、Cooper
の The Pioneers (1823)の一節であろう。“What see you 
when you get there?” とたずねられた Natty は“all 
creation”と答え、さらに“all that God had done, or man 
could do”２)と答えている。神の全創造物と人間の成し
得る業すべてが見えるということであろうか。また、the 
Knickerbocker Magazine の編集者であった Clark はハウ
スに到着後、巡礼の杖にもたれながら、目の前に広が
る“that omnipotent picture”、“its God-written magnitude”
を眺め、深い感動を覚えたことを記している(qtd.in Van 
Zandt 200)。彼ばかりでなく当時の人々にとって、この
美しく壮大な風景は“a revelation of the divine order”に
他ならなかったようである(211)。 
そして、暁の光のもとで“the famous sight of all 
creation”を見ることほど“inspiring”なこともなかった 
(63)。Richards は Harper's New Monthly Magazine（1854
 
 
年 7 月号）の“The Catskills”という記事の中で、“The 
staple, per excellence, of the Mountain House is the 
sunrising.”と述べている（Richards 147）。宿泊設備の整
った Mountain House には東向きの部屋も多く、日の出
を見るのには最適であった。前述の画家 Church は
Mountain House 付近で描いたといわれる絵 Morning, 
Looking East over the Hudson Valley in the Catskill 
Mountains  (1848)3)を残しているが、そこには、ただ一
人の人物が巡礼の杖代わりの立木につかまって、the 
Hudson Valley の日の出を見る姿が描かれており、天上
の ecstacyを見ながら神と communeしているように見え
る。このように、当時の人々にとって the Catskill 
Mountain House は美しく壮大な all creation を見て神の
威厳に浸り、神と commune（交感）する場ではなかっ
たかと思われるのである。そして、多くの人は、その
風景の中にアメリカの明るい未来を見たように感じた
のであろう。 
しかし、たとえどんなに素晴らしい景色が待ってい
ようとも、すべてのアメリカ人が山に出かけて行って、
高所からの眺望を見ることなど、体力面からも経済面
からも到底出来ない相談であった。だからこそ、Mount 
Auburn を代表とする田園墓地がある程度その代替物と
しての役割を果たしていたのではないかと筆者は考え
るのである。田園墓地には高所からの眺めで有名なも
のが多い。Laurel Hill Cemetery も小高い山にあり、そこ
から高くそそり立つ対岸と美しい川を望むことができ、
また、Green-Wood からはニューヨーク港と海を望むこ
とができた。だが、1838 年に乗り合い馬車の運行がゲ
ートまでのびた Mount Auburn がもっともアクセスしや
すかったと思われる。人々はこの地で新しい楽園を散
策し、中心にある Washington Tower に登って眼下に広
がる風景の中に慈悲深い神の存在を感じ、アメリカの
明るい未来を見ようとしたのではなかったか。Auburn
霊園散策は当時流行していた風景体験をマイナーな規
模ながら体験できる、手軽なミニチュア版ではなかっ
たかと推察されるのである。 
 
          —2— 
1856 年 1 月から 2 月にかけて、Melville が“Bartleby”
など既に発表済みの短編五編を短編集として出版するに
あたり、巻頭を飾る title piece として“The Piazza”を執筆
し、この短編集を The Piazza Tales と名付けたのはこのよ
うな時代背景のもとであった。当時、Melville はボストン
の西にある Pittsfield という町に居を構えており、ボストン
にはよく出かけていたので、Mount Auburn のことは十分知
っていたと思われる。また、1850 年には彼自身の町
Pittsfield にも田園墓地ができて奉献式が行われている。さ
らに、先の筆者の小論において述べたように、彼は the 
Catskill Mountain House をも熟知していたと思われるので
ある４)。以上のことを念頭において“The Piazza”を考察し
ていきたい。 
“The Piazza”は「マイナーなスケールながらアメリ
カ的経験の深奥への探求」（Poenicke 267)であるといえ
よう。この短編は、語り手の「私」が田舎に引っ越し
てきて、「旧式な農家」に移り住むところから始まる
（Melville 1）。家は“the circle of the mountains”に囲ま
れた meadows にある。あたりの景色は絵のように美し
く（“the country round about was such a picture”）ベリー
の季節ともなればあちらこちらに写生する画家の姿が
みられ、 “A very paradise of painters”となる(1)。東に
は紅葉の見事な the Hearth Stone Hills、西には高原の牧
草地が見張らせ、南にはリンゴ園があって、五月の朝
などにはリンゴが白い花のつぼみをいっぱいにつけて
花嫁のように美しい。近くの山腹の斜面に登れば、野
イチゴ、すみれ、スイカズラなどが出迎えてくれる。
ここはさながら風景庭園の“charmed ring”（魔法の輪）
の中にあるようであり、Bigelow の「自然の円形劇場 
(natural amphitheater) 」という言葉が思い起こされるよ
うなスポットである。 
語り手はすでに楽園の中に住んでいるようなものな
のだが、作者は巧みに不吉なトーンを忍びこませてい
る。ある日、語り手は星のような美しい花を咲かせて
いた Chinese creeper の葉の陰に数えきれないほどの害
虫が巣食っており、その聖なる色合いを侵食し永遠に
呪われたものに変えてしまっているのを (“millions of 
strange, cankerous worms, which, feeding upon those 
blossoms, so shared their blessed hue, as to make it 
unblessed evermore”: 6 イタリック体筆者) 発見する。
どうも「自分が希望に胸ふくらませて植え付けた球根
そのものに、すでにこれら害虫の卵が潜んでいたに違
いない」と思い、いらいらした気分にとりつかれたり
する。 
さて、語り手は、この田舎家にポーチをつけようと
考える。全面にはとても無理で、どこか一面にだけつ
ける経済的余裕しかないのだが、彼は、日の出の見え
る東ではなく、“sweet”, “ pleasant”, “fine”な風景
が望める西や南でもなくて、もっとも tame ではない景
色の北向きに、高い piazza ではなく、海を行く船のデ
ッキのような“low piazza”をつけるのである。この低
い piazza からは、夏には“oceanic”な“the vastness and 
the lonesomeness” “and the silence and the sameness”が
望め、冬には“weathering Cape Horn”(3)のような心地
がすると語り手は述べている。 
北向きを選んだという点に、語り手の現実に対する
やや醒めた目が感じられるが、未だ夢想家の面も残っ
ていて、ある日 piazza から北西の山並みに輝く一点を
見て魅了されてしまう：“Signal as a candle.  One spot of 
radiance, where all else was shade”(4)。彼は、この点は
“the queen of fairies”のすみかに違いないと想像し、あ
る秋の早朝、Spenser の主人公のように、馬に乗って
“fairy-land”(6) を探しに西へと出発する。 
「何マイルか行くと丘陵地帯の近くまで辿りついた
Mount Auburn とThe Piazza Tales
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ように偉大な人物の記念碑を建てることは当時の国民の
好みであったと思われる。現在でも、塔のらせん階段を上
がって頂上の見晴らし台まで行くことができる。今では周
りの立木が大きくなり背の高い建物も多くなったため、も
はや見晴らしは抜群とは言えないが、それでも、チャール
ズ川やボストンの町を望むことができる。当時は、蛇行し
て流れるチャールズ川沿いにハーバード大学、その向こう
にはボストンの町、さらには畑や農家や村の教会、輝く湖
や谷、遠くの山々まで見渡すことができたという。つまり、
ここからは、身近な大学、畑や町とともに、アメリカの崇
高な自然をも見ることができたのであった。人々は、しば
しの間、この避難所で心身をリフレッシュした後、再び現
実の生活へと戻って行ったのではないだろうか。 
「ヒエラルキー的なキリスト教的自然観において、山は
その頂点に位置する。なぜなら山は天に近く聖なるもので
あり、また神がそこに宿るとされるからである」（藤江 273）。
18 世紀のピューリタンの神学者 Jonathan Edwards
（1703-1758） は「丘や山は天の原型である」と述べた
(Edwards 72)。山、光、白は自然界の階層で黒や暗黒に比
べ、上位にあるとされていた。歴史学者 Albert Boime は「高
所からの眺望は、19 世紀アメリカの風景に特徴的なユニ
ークな視点である」と述べている（黒沢、183）。当時の画
壇 the Hudson River School の代表的画家、 Thomas 
Cole(1801-1848)や Frederic Edwin Church(1826-1900)は高所
からの風景を好んで描き、一般人の間にも「風景体験」が
流行していた。ここで、風景体験の流行を生みだした時代
背景について少し考えてみたい。 
1820 年代後半、アメリカは成長期を迎え、ヨーロッ
パとは異なる存在の基盤をアメリカの自然に求めた。
これには、自然の中の壮大な物(natural sublime)を神の
glorious presence の啓示であるとする sublime 美学の影
響があったと思われる。ヨーロッパには立派な歴史と
文化があるが、アメリカにはヨーロッパにはないよう
な自然がある、もし、自然が divine spiritual order の啓示
であるならば、歴史的・文化的連想の乏しい、介在す
るもののないアメリカの壮大な wilderness でこそ、直接、
神と交わることが出来るのではないかと考えたのであ
ろう。その先達となったのが Cole や Church などの風
景画家であり、彼らは単に画家であったばかりでなく
「自然の聖書を解釈する副牧師、神の代理人」でもあ
った（Novak 14-15）。また、探検家でもあって「自然の
誕生以来、神が作った作品を見る最初の人間となり、
その原初のビジョンの中に神を見たいと願って」
wilderness の中に出かけていき(156)、キャンバスにアメ
リカの風景を再現して国民に広めたのである。こうし
て「アメリカの豊かな自然は、神が選ばれた人々に与
えた祝福である」（16）と広く信じられるようになった。 
「風景がひとたび国民の誇りの宝庫となるや、風景
体験を育成することは（多少危険を伴っても）当時の
重要な流行の一つになった(20)。」 風景は“types of the 
Divine attributes”と考えられ、それを見ることにより人
は生活の秩序を神の作品の秩序に一致させるよう学ぶ
ことができる(Durand 112)、自然を経験することは、
道徳的な人間にとってきわめて重要であると考えられ、
宗教に代わるものとして社会に容易に受け入れられた
のである。やがて、アメリカ旅行の標準コースと言え
る American Grand Tour が確立する。これは、the Hudson 
River に始まり the Connecticut Valley を終点とするもの
だったが(Sears 4)、かの有名な the Catskill Mountain 
House を含む the Catskills がその重要部分を構成してい
た(66-71)。人々はまず、ハドソン川を汽船で上りなが
ら流域のパノラマを堪能した後、Catskill 村で下船し、
the Catskill Mountain House を目指したのだった。 
the Catskill Mountain House（以下、Mountain House ま
たはハウスと略す）はキャッツキル山脈の South 
Mountain の肩に 1824 年に建造されたアメリカ初の
mountain hotel である。当時“that famous cloud-capped 
palace”(Richards 145)と呼ばれ、遠くから見たその姿は
キャッツキル山脈に白く輝く点として多くの絵画や旅
行記に残されている。 Catskill 村で下船した旅行者は、
たいていの場合、乗合馬車で Mountain House への山道
を登っていったが、中には、巡礼のように、杖を頼り
に歩いて登る人もあった。たとえば、Sands はこの旅を
天国への巡礼の旅になぞらえ、“only our pilgrim staves 
and scrips”を携えて歩いて登ったと記している（Sands 
204）。 
さて、Mountain House の呼び物と言えば、東斜面に面
した高くて大きな piazza（ポーチ）と、そこから見える
the Hudson Valley の景観であった。1840 年頃の夏にはこ
れをお目当てに“ half the population of the United 
States-more or less”がここに集まる(Willis 77)と冗談に言
われるほどの人気だった。1850 年代には、 James 
Fenimore Cooper(1789-1851)によってアメリカを代表す
る三つの風景のうちの一つに数えられ１)、まさに、風景
体験のメッカと言えるような場所だったのである。こ
の東斜面からの景色の素晴らしさについて述べた記事
は数多いが、そのうち、もっとも有名なのは、Cooper
の The Pioneers (1823)の一節であろう。“What see you 
when you get there?” とたずねられた Natty は“all 
creation”と答え、さらに“all that God had done, or man 
could do”２)と答えている。神の全創造物と人間の成し
得る業すべてが見えるということであろうか。また、the 
Knickerbocker Magazine の編集者であった Clark はハウ
スに到着後、巡礼の杖にもたれながら、目の前に広が
る“that omnipotent picture”、“its God-written magnitude”
を眺め、深い感動を覚えたことを記している(qtd.in Van 
Zandt 200)。彼ばかりでなく当時の人々にとって、この
美しく壮大な風景は“a revelation of the divine order”に
他ならなかったようである(211)。 
そして、暁の光のもとで“the famous sight of all 
creation”を見ることほど“inspiring”なこともなかった 
(63)。Richards は Harper's New Monthly Magazine（1854
 
 
年 7 月号）の“The Catskills”という記事の中で、“The 
staple, per excellence, of the Mountain House is the 
sunrising.”と述べている（Richards 147）。宿泊設備の整
った Mountain House には東向きの部屋も多く、日の出
を見るのには最適であった。前述の画家 Church は
Mountain House 付近で描いたといわれる絵 Morning, 
Looking East over the Hudson Valley in the Catskill 
Mountains  (1848)3)を残しているが、そこには、ただ一
人の人物が巡礼の杖代わりの立木につかまって、the 
Hudson Valley の日の出を見る姿が描かれており、天上
の ecstacyを見ながら神と communeしているように見え
る。このように、当時の人々にとって the Catskill 
Mountain House は美しく壮大な all creation を見て神の
威厳に浸り、神と commune（交感）する場ではなかっ
たかと思われるのである。そして、多くの人は、その
風景の中にアメリカの明るい未来を見たように感じた
のであろう。 
しかし、たとえどんなに素晴らしい景色が待ってい
ようとも、すべてのアメリカ人が山に出かけて行って、
高所からの眺望を見ることなど、体力面からも経済面
からも到底出来ない相談であった。だからこそ、Mount 
Auburn を代表とする田園墓地がある程度その代替物と
しての役割を果たしていたのではないかと筆者は考え
るのである。田園墓地には高所からの眺めで有名なも
のが多い。Laurel Hill Cemetery も小高い山にあり、そこ
から高くそそり立つ対岸と美しい川を望むことができ、
また、Green-Wood からはニューヨーク港と海を望むこ
とができた。だが、1838 年に乗り合い馬車の運行がゲ
ートまでのびた Mount Auburn がもっともアクセスしや
すかったと思われる。人々はこの地で新しい楽園を散
策し、中心にある Washington Tower に登って眼下に広
がる風景の中に慈悲深い神の存在を感じ、アメリカの
明るい未来を見ようとしたのではなかったか。Auburn
霊園散策は当時流行していた風景体験をマイナーな規
模ながら体験できる、手軽なミニチュア版ではなかっ
たかと推察されるのである。 
 
          —2— 
1856 年 1 月から 2 月にかけて、Melville が“Bartleby”
など既に発表済みの短編五編を短編集として出版するに
あたり、巻頭を飾る title piece として“The Piazza”を執筆
し、この短編集を The Piazza Tales と名付けたのはこのよ
うな時代背景のもとであった。当時、Melville はボストン
の西にある Pittsfield という町に居を構えており、ボストン
にはよく出かけていたので、Mount Auburn のことは十分知
っていたと思われる。また、1850 年には彼自身の町
Pittsfield にも田園墓地ができて奉献式が行われている。さ
らに、先の筆者の小論において述べたように、彼は the 
Catskill Mountain House をも熟知していたと思われるので
ある４)。以上のことを念頭において“The Piazza”を考察し
ていきたい。 
“The Piazza”は「マイナーなスケールながらアメリ
カ的経験の深奥への探求」（Poenicke 267)であるといえ
よう。この短編は、語り手の「私」が田舎に引っ越し
てきて、「旧式な農家」に移り住むところから始まる
（Melville 1）。家は“the circle of the mountains”に囲ま
れた meadows にある。あたりの景色は絵のように美し
く（“the country round about was such a picture”）ベリー
の季節ともなればあちらこちらに写生する画家の姿が
みられ、 “A very paradise of painters”となる(1)。東に
は紅葉の見事な the Hearth Stone Hills、西には高原の牧
草地が見張らせ、南にはリンゴ園があって、五月の朝
などにはリンゴが白い花のつぼみをいっぱいにつけて
花嫁のように美しい。近くの山腹の斜面に登れば、野
イチゴ、すみれ、スイカズラなどが出迎えてくれる。
ここはさながら風景庭園の“charmed ring”（魔法の輪）
の中にあるようであり、Bigelow の「自然の円形劇場 
(natural amphitheater) 」という言葉が思い起こされるよ
うなスポットである。 
語り手はすでに楽園の中に住んでいるようなものな
のだが、作者は巧みに不吉なトーンを忍びこませてい
る。ある日、語り手は星のような美しい花を咲かせて
いた Chinese creeper の葉の陰に数えきれないほどの害
虫が巣食っており、その聖なる色合いを侵食し永遠に
呪われたものに変えてしまっているのを (“millions of 
strange, cankerous worms, which, feeding upon those 
blossoms, so shared their blessed hue, as to make it 
unblessed evermore”: 6 イタリック体筆者) 発見する。
どうも「自分が希望に胸ふくらませて植え付けた球根
そのものに、すでにこれら害虫の卵が潜んでいたに違
いない」と思い、いらいらした気分にとりつかれたり
する。 
さて、語り手は、この田舎家にポーチをつけようと
考える。全面にはとても無理で、どこか一面にだけつ
ける経済的余裕しかないのだが、彼は、日の出の見え
る東ではなく、“sweet”, “ pleasant”, “fine”な風景
が望める西や南でもなくて、もっとも tame ではない景
色の北向きに、高い piazza ではなく、海を行く船のデ
ッキのような“low piazza”をつけるのである。この低
い piazza からは、夏には“oceanic”な“the vastness and 
the lonesomeness” “and the silence and the sameness”が
望め、冬には“weathering Cape Horn”(3)のような心地
がすると語り手は述べている。 
北向きを選んだという点に、語り手の現実に対する
やや醒めた目が感じられるが、未だ夢想家の面も残っ
ていて、ある日 piazza から北西の山並みに輝く一点を
見て魅了されてしまう：“Signal as a candle.  One spot of 
radiance, where all else was shade”(4)。彼は、この点は
“the queen of fairies”のすみかに違いないと想像し、あ
る秋の早朝、Spenser の主人公のように、馬に乗って
“fairy-land”(6) を探しに西へと出発する。 
「何マイルか行くと丘陵地帯の近くまで辿りついた
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が、かえってその全容がわからなくなって」しまう。 
しかし、道端の golden-rods（麒麟草）を頼りにどうや
ら“the fairy mountain's base”（妖精の山の山麓）と思
しき所に着いた。このあたりには、白や青の野の花が
群 れ て い た ( “ a milky-way of white weed, past 
dim-clustering Pleiades and Hyades, of small 
forge-me-nots”：6)。 
背景には山があり、手前には花々。これは the Hudson 
River School の画家たちのお得意の構図であった。たと
えば、Cole の The Voyage of life: Childhood (1842)５)など
がその代表例である。Cole はネオプラトニックな、あ
らかじめ定められた目的を達成する「真実の自然」を
探求し、「・・・もっとも美しい葉や花はそのさまざま
な機能が最高の完成を目指して働いた結果である」と
考え、「種子から花へと成長する有機的イメージに神の
意志」を感じていた（Novak 123-124）。Tuckerman いわ
く、「花はもっとも雄弁に宇宙の良き意図を象徴した」
（Novak 101）。なぜなら花はそれ自身小宇宙であり、「一
にして全なる偉大なものの一部」と考えられたからで
ある(“They were indeed microcosms, destined for a larger 
whole,…a harmony blending together all created 
things,…one great whole …animated by the breath of 
life”123)。「この時代は花やその香りに神のおしげもな
い豊満さのいっそうの証を見出した時代だった（112）」
のである。語り手の家の周りの「絵のような風景」
(“such a picture”)という設定といい、Melville は当時の
絵画の世界をかなり意識して、この短編を執筆したも
のと思われる。 
しかし、語り手は穏やかな花々の地を去って、フェ
ンスの向こうの禁じられた“dark road”を登って“deep 
woods”(Melville 7)に入っていく。そこは「危険な禁制
の地」（“Forbidding and forbidden ground”7）」である。
彼が囲われた安全の谷を出ると、道は暗くなり、不吉
なイメージが顕在化し始める。道端には“pebbly waters”
が流れているが、やがてそれは「大理石を切って流れ
る深い谷川」 (“ a deep flume clove through snowy 
marble”)となる。 
黒沢によると、「田園墓地には通常、清らかな小川が
暗い森の谷間に向かって流れており、小川は耳に心地
よく」つぶやくように流れ（“murmuring”）、「かぐわ
しい花とともに、人々の疲れた心をいやした」という。
また、「水の流れはキリストの恩寵の清めの水を意味し
た」（黒沢、182）。しかし、この谷川の急流は「あちこ
ちに渦を巻き、両側の天然の岩石をえぐっては空洞の
礼拝堂“empty chapels”を作り出し」、傍らには、「天南
星の群れが、ただ誰もいない荒野に向かって説教して
いた (“where Jacks-in-the pulpit, …preached but to the 
wilderness;) 」。さらに上流まで行くと滝があって、「絶
え間なく回転する砥石のような水の流れが滝壁の段状
の棚の中に空洞のどくろのような壺(“skull-hollow pots 
had been churned out by ceaseless whirling of a flintstone”)
を作り出していた」とあり、不毛、不信仰、死のイメ
ージの連続となっている。 
やっとの思いで語り手は「急斜面のリンゴ園」に出
てそこで馬から降り、一人「道なき道」を登っていく
(“For the way now lay where path was none, and none might 
go but by himself, and only go by daring.”)。“fruitless 
growths of mountain-laurel”のそばを抜けて「滑りそ
うな急坂を上って誰も迎えてくれる者もいない不毛の
高地」（  “ to barren heights, where stood none to 
welcome.”7）へ出た。  （以上、引用部分の下線は筆
者による） 
 いい加減足も痛くうんざりであったが、それでもま
だ目的地は見えない。そこからは迷路のような「つづ
らおりに曲がりくねりながら崖の間を縫って続く」
“zigzag road”を登ってやっと山頂に着いた。予想に反
して、そこに彼は、貧しい“a little, low-storied, grayish 
cottage” と青白い頬の孤独な娘“a lonely girl, sewing at 
a lonely window.  A pale-cheeked girl, and fly-specked 
window, with wasps about the mended upper panes.”(8)を
見出す。語り手は思わず “This, then, is the fairy-mountain 
house, and here, the fairy queen sitting at her fairy window. ”
(9)とつぶやく。 
この後で、娘 Marianna は山の家での生活の厳しさを
訴え、また、山の残酷な太陽についても語る。語り手
は日の出がこの家を金色に輝かせる(“. . . a cheery 
sunrise kindled a golden sparkle. . . . ”: 3)と思っていたが、
驚いたことに、Marianna にとって朝日は有り難迷惑な
ものであった。それは古い窓から燃えるように射して
きて目をくらませ (“. . . half burns, and nearly blinds me 
at my sewing. . . . ”)、“such flies and wasps as only lone 
mountain houses know”(10)を飛び回らせ、屋根を焼く。
彼女はエプロンで窓から朝日を閉め出そうと苦心して
いた。 
また、山の家の窓から語り手は“a far-off, soft, azure 
world”を見いだすが、それは、実は、自分が後にして
きた世界が、あたかも見知らぬ世界であるかのように
見えていただけなのだった (“I hardly knew it, though I 
came from it. ”: 9)。Marianna の方は、もう山から見え
る景色にも飽きていて、ただ、下界の遙か彼方に白く
輝く家にあこがれ、あそこに行けたらと願っている。
ところが語り手がよく見たところ、それは何と自分自
身の家が蜃気楼のような霞のために魔法の王様の宮殿
のごとく輝いていたのである：“I looked; and after a time, 
to my surprise, recognized . . . my own abode, glimmering 
much like this mountain one from the piazza.  The mirage 
haze made it appear less a farm-house than King Charming's 
palace. ”(9)。つまり、家の piazza から Marianna の山の
家を見て妖精のすみかだと思った語り手も、反対に山
の家から語り手の家にあこがれる Marianna も、さらに
は、高所から神の all creation を見たと思った旅行者も
皆、実体のない mirage を見ていたにすぎない。白く輝
 
 
く家を見て“. . . but it looks so happy, I can't tell how; and 
it is so far away.  Sometimes I think I do but dream it is 
there. ”(9-10)と言う Marianna の言葉からも推測できる
ように、距離こそが対象に aura を与え、このような幻
影を見せてしまうのであろう。 
さて、話しているうちに、窓越しに羽を広げた“some 
gigantic condor”のような雲の影が忍び寄る。この影は
“its deeper and inclusive dusk”(10)によって岩やシダな
どの薄い影を飲み込んでしまうが、やがて立ち去り、
代わって“a large, black Newfoundland dog”(11)のような
影が現れる。これは Nathaniel Hawthorne (1804-1864)
の短編“The Old Manse”（1846）の、牧師館を上空から
守っているように見える「巨大な猟犬の形をした雲」６)
に似て、Marianna の守護者のイメージを持ち、さらに
は、New-found-land（新しく発見された国：アメリカ）
の守護者とも考えられる。しかし、まもなく、再び雲
が忍び寄ってきて、もう一度、犬の影を消し去り山全
体を暗くしてしまう： 
 
 Another cloud here stole along, once more 
blotting out the dog, and blackening all the mountain; while 
the stillness was so still, deafness might have forgot itself, or 
else believed that noiseless shadow spoke. 
 (11：イタリック体は筆者による)  
 
犬の影が消し去られたことにより、アメリカの未来
に暗い影が投げかけられる。当時の風景画家が神の遍
在の key symbol として好んで用いた光は消え去り７)、
あたりを闇と恐ろしいまでの静寂が支配する。神との
交感は存在せず、神の不在、沈黙ばかりが強く感じら
れる passage である。 
さらにまた、Marianna は周りの自然や人からも孤絶
した存在である。彼女は、森は“lonesome, because so wide”
(12)なので、散歩に出てもすぐに戻ってきてしまうと言
う。鳥も旅人も訪れず、ただ一人の話し相手の弟は外
の仕事で疲れ切ってしまうため、ほとんど会話はない
のである。沈黙がこの山の家を深く包み込んで語り手
にまで伝染し、彼もたびたび黙り込んでしまう。「私は
何も知らず聞こえずめったにしゃべりさえしない」(“. . . 
knowing nothing, hearing nothing . . . seldom 
speaking. . . . ”)と彼女は言うが、それに合わせるよう
に、語り手も“I, too, know nothing. . . . ”(12)と言葉を
返す。あるいはここで Melville の頭には、Washington 
Iriving（1783－1859）による “The Catskill Mountains”
の“. . . surely we may say that in our climate ‘the heavens 
declare the glory of God, and the firmament showeth forth 
his handy work: day unto day uttereth speech; and night unto 
night showeth knowledge. ' ”(75)というくだりが思い浮
かんでいて、現実には Psalms. 19.1-2 に謳われているの
とは違って、アメリカの天は神の栄光を表さず、空は
御手の業を示さず、発すべき言葉も示すべき知識もな
いと言いたかったのかもしれない。 
 Novak は著書 Nature and Culture の中で“God in or 
revealed through nature is accessible to every man, and 
every man can thus ‘commune' . . . with nature and partake 
in the divine.  God in nature speaks to God in man. . . .  
And man can also commune with man through nature. . . . ”
と述べている。つまり、自然を通じて、人は神と、ま
た他の人と交感できるということであり、人同士の交
感を描いた絵として、親しい友人同士であった画家
Cole と詩人 William Cullen Bryant(1794-1878)が Catskills
の山中で語り合う姿を描いた Asher Durand(1776-1886)
の Kindred Spirits (1849)をあげている８)。Novak はこの
絵は“a sharing through communion”の証拠であり、“a 
potential community”の証拠でもあると述べ、さらにこ
の共同体の意識は「アメリカの運命とアメリカの風景
を同一視する、広く浸透した国民意識（“an all-pervasive 
nationalism that identified America's destiny with the 
American landscape”）(15)」によって強化されたとも述
べている。だが、Marianna の場合には自然を介した神
との交感どころか、人との交感も共同体の可能性も存
在しない。彼女は、神、自然、人から等しく遠い存在
なのである。 
 Novak はまた、当時の主流を占めていた楽天的世界
観に関して“The unity of nature bespoke the unity of God.  
The unity of man with nature assumed an optimistic attitude 
toward human perfectibility.  Nature, God, and Man 
composed an infinitely mutable Trinity within this 
para-religion. ”(17)と述べ、「この疑似宗教の中で」“The 
Trinity of God, Man, and Nature”が 19 世紀の宇宙の中心
をなしていた(47)と述べているが、“The Piazza”におい
ては、自然、神、人間は隔絶していて、三位一体は成
立してはいない。 
この作品の冒頭で Melville は、語り手を「自然の円形
劇場 (natural amphitheater) 」、すなわち田園墓地の奉献
式を行うような場所に住まわせている。アメリカの新
しい楽園とも呼べるような場所である。だが、語り手
は山並みに白く輝く点を見つけて、庭園からさらに高
いところを目指す。いわば、Washington Tower や
Mountain House を目指す巡礼のようである。しかし、迷
路をめぐって辿りついた輝く光の在りかは、barren 
heights（不毛の高所）で、そこには青白い不幸な娘が住
んでいただけだった。そればかりか、彼は高所から見
える素晴らしい景色は実体のない mirage にすぎないこ
とを悟るのである。語り手の旅は、迷路を通過して聖
なる場所に至り、慈悲深い神の手による輝かしい風景
を目にしたと信じた前者とは鋭いコントラストをなし
ている。 
結局、また meadows の自宅に戻った語り手は輝く妖
精の国探しはやめ、この piazza にとどまろうと決める。
もとの疑似楽園にもどり、幻影であることを知りなが
らそこからの景色を楽しみ、山の家で見た現実を忘れ
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が、かえってその全容がわからなくなって」しまう。 
しかし、道端の golden-rods（麒麟草）を頼りにどうや
ら“the fairy mountain's base”（妖精の山の山麓）と思
しき所に着いた。このあたりには、白や青の野の花が
群 れ て い た ( “ a milky-way of white weed, past 
dim-clustering Pleiades and Hyades, of small 
forge-me-nots”：6)。 
背景には山があり、手前には花々。これは the Hudson 
River School の画家たちのお得意の構図であった。たと
えば、Cole の The Voyage of life: Childhood (1842)５)など
がその代表例である。Cole はネオプラトニックな、あ
らかじめ定められた目的を達成する「真実の自然」を
探求し、「・・・もっとも美しい葉や花はそのさまざま
な機能が最高の完成を目指して働いた結果である」と
考え、「種子から花へと成長する有機的イメージに神の
意志」を感じていた（Novak 123-124）。Tuckerman いわ
く、「花はもっとも雄弁に宇宙の良き意図を象徴した」
（Novak 101）。なぜなら花はそれ自身小宇宙であり、「一
にして全なる偉大なものの一部」と考えられたからで
ある(“They were indeed microcosms, destined for a larger 
whole,…a harmony blending together all created 
things,…one great whole …animated by the breath of 
life”123)。「この時代は花やその香りに神のおしげもな
い豊満さのいっそうの証を見出した時代だった（112）」
のである。語り手の家の周りの「絵のような風景」
(“such a picture”)という設定といい、Melville は当時の
絵画の世界をかなり意識して、この短編を執筆したも
のと思われる。 
しかし、語り手は穏やかな花々の地を去って、フェ
ンスの向こうの禁じられた“dark road”を登って“deep 
woods”(Melville 7)に入っていく。そこは「危険な禁制
の地」（“Forbidding and forbidden ground”7）」である。
彼が囲われた安全の谷を出ると、道は暗くなり、不吉
なイメージが顕在化し始める。道端には“pebbly waters”
が流れているが、やがてそれは「大理石を切って流れ
る深い谷川」 (“ a deep flume clove through snowy 
marble”)となる。 
黒沢によると、「田園墓地には通常、清らかな小川が
暗い森の谷間に向かって流れており、小川は耳に心地
よく」つぶやくように流れ（“murmuring”）、「かぐわ
しい花とともに、人々の疲れた心をいやした」という。
また、「水の流れはキリストの恩寵の清めの水を意味し
た」（黒沢、182）。しかし、この谷川の急流は「あちこ
ちに渦を巻き、両側の天然の岩石をえぐっては空洞の
礼拝堂“empty chapels”を作り出し」、傍らには、「天南
星の群れが、ただ誰もいない荒野に向かって説教して
いた (“where Jacks-in-the pulpit, …preached but to the 
wilderness;) 」。さらに上流まで行くと滝があって、「絶
え間なく回転する砥石のような水の流れが滝壁の段状
の棚の中に空洞のどくろのような壺(“skull-hollow pots 
had been churned out by ceaseless whirling of a flintstone”)
を作り出していた」とあり、不毛、不信仰、死のイメ
ージの連続となっている。 
やっとの思いで語り手は「急斜面のリンゴ園」に出
てそこで馬から降り、一人「道なき道」を登っていく
(“For the way now lay where path was none, and none might 
go but by himself, and only go by daring.”)。“fruitless 
growths of mountain-laurel”のそばを抜けて「滑りそ
うな急坂を上って誰も迎えてくれる者もいない不毛の
高地」（  “ to barren heights, where stood none to 
welcome.”7）へ出た。  （以上、引用部分の下線は筆
者による） 
 いい加減足も痛くうんざりであったが、それでもま
だ目的地は見えない。そこからは迷路のような「つづ
らおりに曲がりくねりながら崖の間を縫って続く」
“zigzag road”を登ってやっと山頂に着いた。予想に反
して、そこに彼は、貧しい“a little, low-storied, grayish 
cottage” と青白い頬の孤独な娘“a lonely girl, sewing at 
a lonely window.  A pale-cheeked girl, and fly-specked 
window, with wasps about the mended upper panes.”(8)を
見出す。語り手は思わず “This, then, is the fairy-mountain 
house, and here, the fairy queen sitting at her fairy window. ”
(9)とつぶやく。 
この後で、娘 Marianna は山の家での生活の厳しさを
訴え、また、山の残酷な太陽についても語る。語り手
は日の出がこの家を金色に輝かせる(“. . . a cheery 
sunrise kindled a golden sparkle. . . . ”: 3)と思っていたが、
驚いたことに、Marianna にとって朝日は有り難迷惑な
ものであった。それは古い窓から燃えるように射して
きて目をくらませ (“. . . half burns, and nearly blinds me 
at my sewing. . . . ”)、“such flies and wasps as only lone 
mountain houses know”(10)を飛び回らせ、屋根を焼く。
彼女はエプロンで窓から朝日を閉め出そうと苦心して
いた。 
また、山の家の窓から語り手は“a far-off, soft, azure 
world”を見いだすが、それは、実は、自分が後にして
きた世界が、あたかも見知らぬ世界であるかのように
見えていただけなのだった (“I hardly knew it, though I 
came from it. ”: 9)。Marianna の方は、もう山から見え
る景色にも飽きていて、ただ、下界の遙か彼方に白く
輝く家にあこがれ、あそこに行けたらと願っている。
ところが語り手がよく見たところ、それは何と自分自
身の家が蜃気楼のような霞のために魔法の王様の宮殿
のごとく輝いていたのである：“I looked; and after a time, 
to my surprise, recognized . . . my own abode, glimmering 
much like this mountain one from the piazza.  The mirage 
haze made it appear less a farm-house than King Charming's 
palace. ”(9)。つまり、家の piazza から Marianna の山の
家を見て妖精のすみかだと思った語り手も、反対に山
の家から語り手の家にあこがれる Marianna も、さらに
は、高所から神の all creation を見たと思った旅行者も
皆、実体のない mirage を見ていたにすぎない。白く輝
 
 
く家を見て“. . . but it looks so happy, I can't tell how; and 
it is so far away.  Sometimes I think I do but dream it is 
there. ”(9-10)と言う Marianna の言葉からも推測できる
ように、距離こそが対象に aura を与え、このような幻
影を見せてしまうのであろう。 
さて、話しているうちに、窓越しに羽を広げた“some 
gigantic condor”のような雲の影が忍び寄る。この影は
“its deeper and inclusive dusk”(10)によって岩やシダな
どの薄い影を飲み込んでしまうが、やがて立ち去り、
代わって“a large, black Newfoundland dog”(11)のような
影が現れる。これは Nathaniel Hawthorne (1804-1864)
の短編“The Old Manse”（1846）の、牧師館を上空から
守っているように見える「巨大な猟犬の形をした雲」６)
に似て、Marianna の守護者のイメージを持ち、さらに
は、New-found-land（新しく発見された国：アメリカ）
の守護者とも考えられる。しかし、まもなく、再び雲
が忍び寄ってきて、もう一度、犬の影を消し去り山全
体を暗くしてしまう： 
 
 Another cloud here stole along, once more 
blotting out the dog, and blackening all the mountain; while 
the stillness was so still, deafness might have forgot itself, or 
else believed that noiseless shadow spoke. 
 (11：イタリック体は筆者による)  
 
犬の影が消し去られたことにより、アメリカの未来
に暗い影が投げかけられる。当時の風景画家が神の遍
在の key symbol として好んで用いた光は消え去り７)、
あたりを闇と恐ろしいまでの静寂が支配する。神との
交感は存在せず、神の不在、沈黙ばかりが強く感じら
れる passage である。 
さらにまた、Marianna は周りの自然や人からも孤絶
した存在である。彼女は、森は“lonesome, because so wide”
(12)なので、散歩に出てもすぐに戻ってきてしまうと言
う。鳥も旅人も訪れず、ただ一人の話し相手の弟は外
の仕事で疲れ切ってしまうため、ほとんど会話はない
のである。沈黙がこの山の家を深く包み込んで語り手
にまで伝染し、彼もたびたび黙り込んでしまう。「私は
何も知らず聞こえずめったにしゃべりさえしない」(“. . . 
knowing nothing, hearing nothing . . . seldom 
speaking. . . . ”)と彼女は言うが、それに合わせるよう
に、語り手も“I, too, know nothing. . . . ”(12)と言葉を
返す。あるいはここで Melville の頭には、Washington 
Iriving（1783－1859）による “The Catskill Mountains”
の“. . . surely we may say that in our climate ‘the heavens 
declare the glory of God, and the firmament showeth forth 
his handy work: day unto day uttereth speech; and night unto 
night showeth knowledge. ' ”(75)というくだりが思い浮
かんでいて、現実には Psalms. 19.1-2 に謳われているの
とは違って、アメリカの天は神の栄光を表さず、空は
御手の業を示さず、発すべき言葉も示すべき知識もな
いと言いたかったのかもしれない。 
 Novak は著書 Nature and Culture の中で“God in or 
revealed through nature is accessible to every man, and 
every man can thus ‘commune' . . . with nature and partake 
in the divine.  God in nature speaks to God in man. . . .  
And man can also commune with man through nature. . . . ”
と述べている。つまり、自然を通じて、人は神と、ま
た他の人と交感できるということであり、人同士の交
感を描いた絵として、親しい友人同士であった画家
Cole と詩人 William Cullen Bryant(1794-1878)が Catskills
の山中で語り合う姿を描いた Asher Durand(1776-1886)
の Kindred Spirits (1849)をあげている８)。Novak はこの
絵は“a sharing through communion”の証拠であり、“a 
potential community”の証拠でもあると述べ、さらにこ
の共同体の意識は「アメリカの運命とアメリカの風景
を同一視する、広く浸透した国民意識（“an all-pervasive 
nationalism that identified America's destiny with the 
American landscape”）(15)」によって強化されたとも述
べている。だが、Marianna の場合には自然を介した神
との交感どころか、人との交感も共同体の可能性も存
在しない。彼女は、神、自然、人から等しく遠い存在
なのである。 
 Novak はまた、当時の主流を占めていた楽天的世界
観に関して“The unity of nature bespoke the unity of God.  
The unity of man with nature assumed an optimistic attitude 
toward human perfectibility.  Nature, God, and Man 
composed an infinitely mutable Trinity within this 
para-religion. ”(17)と述べ、「この疑似宗教の中で」“The 
Trinity of God, Man, and Nature”が 19 世紀の宇宙の中心
をなしていた(47)と述べているが、“The Piazza”におい
ては、自然、神、人間は隔絶していて、三位一体は成
立してはいない。 
この作品の冒頭で Melville は、語り手を「自然の円形
劇場 (natural amphitheater) 」、すなわち田園墓地の奉献
式を行うような場所に住まわせている。アメリカの新
しい楽園とも呼べるような場所である。だが、語り手
は山並みに白く輝く点を見つけて、庭園からさらに高
いところを目指す。いわば、Washington Tower や
Mountain House を目指す巡礼のようである。しかし、迷
路をめぐって辿りついた輝く光の在りかは、barren 
heights（不毛の高所）で、そこには青白い不幸な娘が住
んでいただけだった。そればかりか、彼は高所から見
える素晴らしい景色は実体のない mirage にすぎないこ
とを悟るのである。語り手の旅は、迷路を通過して聖
なる場所に至り、慈悲深い神の手による輝かしい風景
を目にしたと信じた前者とは鋭いコントラストをなし
ている。 
結局、また meadows の自宅に戻った語り手は輝く妖
精の国探しはやめ、この piazza にとどまろうと決める。
もとの疑似楽園にもどり、幻影であることを知りなが
らそこからの景色を楽しみ、山の家で見た現実を忘れ
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ようと努める。この piazza も光のある間（特に朝）は
「あたりの風景は魔術的、幻想は完璧そのもの」で神
のまやかしの歌劇場の特等席である。 
 
 It is my box-royal; and this amphitheatre, my 
theatre of San Carlo.  Yes, the scenery is magical－ the 
illusion so complete.  And Madam Meadow Lark, my 
prima donna, plays her grand engagement here; and, 
drinking in her sunrise note, which, Memnon-like, seems 
struck from the golden window, how far from me the weary 
face behind it.            
(12:イタリック体は筆者による) 
 
San Carlo 歌劇場、プリマドンナの歌、金色の光はオ
ペラの世界を思わせる。そして、当時 Church が描き始
めていた、一連のスケールの大きい“operatic paintings” 
(Novak 31)の世界をも思わせるのである。The Andes of 
Ecuador はその最初のもので 1855 年にボストンで展示
され、すべての矛盾を溶かし込むような神の光をキャ
ンバスから溢れんばかりに輝かせている９）。 
しかし、毎夜この歌劇場のカーテンが下りると、真
実が闇とともに訪れる。山から光は消え音も聞こえず、
語り手が“Marianna's face, and many as real a story”にと
りつかれて“the piazza deck”を行ったり来たりする姿
でこの短編は終わっている(12)。 
Durand の絵 Kindred Spirits からも推察できるように、
アメリカの 19 世紀前半から半ばにかけては、画家と文
学者の稀有な混交の時代であった。彼らは、アメリカ
の自然を基盤とする楽天的世界観をある程度共有して
いたといえる。しかしまた、両者には大きな違いもあ
ったのである。画家たちは概して「彼らの時代の世界
観を熱心に支持していた。精神を蝕むような皮肉は庭
園(the garden)に入りこんでくることはなかった。視覚芸
術においては、死をもたらす美やあいまいな魅力とい
った文学上の着想はほとんど見られない。悪(evil)はホ
ーソーン、ポー、メルヴィルの作品の中により容易に
見つけることができる。彼らはこの点でこの時代の視
覚芸術に類似点をほとんど持っていない。」と Novak は
述べている(112)。 
“The Piazza”は、短編集 The Piazza Tales の作品の中で
最後に書かれたことが分かっている。この作品は「風
景」という観点から、一見ばらばらにも見える他 5 編
に framework を与え、全体をゆるやかに一本の糸でつな
ぎ、読者にある程度後に続く物語を予感させる役割を
果たしている。それは「北向きの低い piazza」から見え
る風景の物語である。この後に続く第２～４話で、
Melville は神の手になる輝かしいアメリカの姿とは程
遠い物語ー夜の草原の北向きの piazza、海の風上を行く
船のデッキのような low piazza から見た、all creation の
真実の姿ー小さき人々の恐れや孤絶や沈黙、倦み疲れ
た顔やその顔と同じぐらいリアルな物語を語っていく。
そして、第５話“The Encantadas”では、巧みにアメリ
カとの関連性を暗示しつつ、展望塔 Rock Rodondo から
Encantadas の荒涼とした風景を見せ、第６話（最終話）
“The Bell-Tower”では傲慢な展望塔そのものを崩壊さ
せてしまうのである。The Piazza Tales は、当時の風景
体験の流行の背後にある、アメリカの主流を占めてい
た楽天的世界観、高所から見た輝かしいアメリカの風
景をその運命と同一視するような危うい精神に対する
警告の書と考えられるのである。 
 
注 
1)  “If you want to see the sights of America,” Cooper advised 
his European audience in the 1850s, “go to see Niagara Falls, 
Lake George and the Catskill Mountain House. ”    
(Rothbaum) 
2) “Creation,” said Natty, . . . “all creation, lad. . . .  I saw the 
hills in the Hampshire grants, the Highlands of the river, and 
all that God had done, or man could do, far as eye could 
reach. . . . ”  (Cooper  292)  
3) Frederic Edwin Church, Morning, Looking East over the 
Hudson Valley in the Catskill Mountains  (1848) 油彩  
Albany Institute of History and Art 所蔵 
4) Melville が the Catskill Mountain House を熟知していたこ
と、また、“The Piazza”には随所に Mountain House を連
想させる個所があることについては、筆者の小論
「Melville の“The Piazza”と the Catskill Mountain House
と風景画」を参照されたい。 
5) Thomas Cole, The Voyage of Life:Childhood (1842)油彩。
National Gallery of Art, Washington,D.C.所蔵。 
6) Once, as we turned our boat to the bank, there was a cloud in 
the shape of an immensely gigantic figure of a hound, couched 
above the house, as if keeping guard over it.      
(Hawthorne 1142) 
7) And in the mutability which landscape presents, God's moods 
could be read through a key symbol of God's immanence－
light, the mystic substance of the landscape artist.    
 (Novak 17:イタリック体筆者)  
8) Asher B. Durand, Kindred Spirits (1849) 油彩  
The New York Public Library 所蔵 
9) Frederic Edwin Church, The Andes of Ecuador  (1855)  
油彩 Reynolda House, Museum of American Art,  
Winston-Salem, North Carolina 所蔵 
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ようと努める。この piazza も光のある間（特に朝）は
「あたりの風景は魔術的、幻想は完璧そのもの」で神
のまやかしの歌劇場の特等席である。 
 
 It is my box-royal; and this amphitheatre, my 
theatre of San Carlo.  Yes, the scenery is magical－ the 
illusion so complete.  And Madam Meadow Lark, my 
prima donna, plays her grand engagement here; and, 
drinking in her sunrise note, which, Memnon-like, seems 
struck from the golden window, how far from me the weary 
face behind it.            
(12:イタリック体は筆者による) 
 
San Carlo 歌劇場、プリマドンナの歌、金色の光はオ
ペラの世界を思わせる。そして、当時 Church が描き始
めていた、一連のスケールの大きい“operatic paintings” 
(Novak 31)の世界をも思わせるのである。The Andes of 
Ecuador はその最初のもので 1855 年にボストンで展示
され、すべての矛盾を溶かし込むような神の光をキャ
ンバスから溢れんばかりに輝かせている９）。 
しかし、毎夜この歌劇場のカーテンが下りると、真
実が闇とともに訪れる。山から光は消え音も聞こえず、
語り手が“Marianna's face, and many as real a story”にと
りつかれて“the piazza deck”を行ったり来たりする姿
でこの短編は終わっている(12)。 
Durand の絵 Kindred Spirits からも推察できるように、
アメリカの 19 世紀前半から半ばにかけては、画家と文
学者の稀有な混交の時代であった。彼らは、アメリカ
の自然を基盤とする楽天的世界観をある程度共有して
いたといえる。しかしまた、両者には大きな違いもあ
ったのである。画家たちは概して「彼らの時代の世界
観を熱心に支持していた。精神を蝕むような皮肉は庭
園(the garden)に入りこんでくることはなかった。視覚芸
術においては、死をもたらす美やあいまいな魅力とい
った文学上の着想はほとんど見られない。悪(evil)はホ
ーソーン、ポー、メルヴィルの作品の中により容易に
見つけることができる。彼らはこの点でこの時代の視
覚芸術に類似点をほとんど持っていない。」と Novak は
述べている(112)。 
“The Piazza”は、短編集 The Piazza Tales の作品の中で
最後に書かれたことが分かっている。この作品は「風
景」という観点から、一見ばらばらにも見える他 5 編
に framework を与え、全体をゆるやかに一本の糸でつな
ぎ、読者にある程度後に続く物語を予感させる役割を
果たしている。それは「北向きの低い piazza」から見え
る風景の物語である。この後に続く第２～４話で、
Melville は神の手になる輝かしいアメリカの姿とは程
遠い物語ー夜の草原の北向きの piazza、海の風上を行く
船のデッキのような low piazza から見た、all creation の
真実の姿ー小さき人々の恐れや孤絶や沈黙、倦み疲れ
た顔やその顔と同じぐらいリアルな物語を語っていく。
そして、第５話“The Encantadas”では、巧みにアメリ
カとの関連性を暗示しつつ、展望塔 Rock Rodondo から
Encantadas の荒涼とした風景を見せ、第６話（最終話）
“The Bell-Tower”では傲慢な展望塔そのものを崩壊さ
せてしまうのである。The Piazza Tales は、当時の風景
体験の流行の背後にある、アメリカの主流を占めてい
た楽天的世界観、高所から見た輝かしいアメリカの風
景をその運命と同一視するような危うい精神に対する
警告の書と考えられるのである。 
 
注 
1)  “If you want to see the sights of America,” Cooper advised 
his European audience in the 1850s, “go to see Niagara Falls, 
Lake George and the Catskill Mountain House. ”    
(Rothbaum) 
2) “Creation,” said Natty, . . . “all creation, lad. . . .  I saw the 
hills in the Hampshire grants, the Highlands of the river, and 
all that God had done, or man could do, far as eye could 
reach. . . . ”  (Cooper  292)  
3) Frederic Edwin Church, Morning, Looking East over the 
Hudson Valley in the Catskill Mountains  (1848) 油彩  
Albany Institute of History and Art 所蔵 
4) Melville が the Catskill Mountain House を熟知していたこ
と、また、“The Piazza”には随所に Mountain House を連
想させる個所があることについては、筆者の小論
「Melville の“The Piazza”と the Catskill Mountain House
と風景画」を参照されたい。 
5) Thomas Cole, The Voyage of Life:Childhood (1842)油彩。
National Gallery of Art, Washington,D.C.所蔵。 
6) Once, as we turned our boat to the bank, there was a cloud in 
the shape of an immensely gigantic figure of a hound, couched 
above the house, as if keeping guard over it.      
(Hawthorne 1142) 
7) And in the mutability which landscape presents, God's moods 
could be read through a key symbol of God's immanence－
light, the mystic substance of the landscape artist.    
 (Novak 17:イタリック体筆者)  
8) Asher B. Durand, Kindred Spirits (1849) 油彩  
The New York Public Library 所蔵 
9) Frederic Edwin Church, The Andes of Ecuador  (1855)  
油彩 Reynolda House, Museum of American Art,  
Winston-Salem, North Carolina 所蔵 
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A Review of Liberal Education at a University level through an Omnibus Lecture series 
“Modern Society and People ” (Part 8)  
 
 Kazuhito Ozawa*1 Rika Matsumoto*2 Yoshiaki Ueno*3 Yuka Shigemitu*4 Toshinao Takizawa*5 
 
The purpose of this paper is to review Liberal Arts Education through an Omnibus Lecture series 
“Modern Society and People ” which was offered at Tokyo Polytechnic University. Five researchers 
contribute to this paper.  
First, Ozawa discusses a role of Liberal Arts Education at a University. Eijro Kawai (1940) pointed 
out that the aim of Liberal Arts Education in University is for self-cultivation and self-developing. 
Ozawa discusses whether this idea is still accepted. 
The goal of Matsumoto’s lecture was to encourage students to think critically about the energy crisis 
which they are facing. She introduces students’ opinions on nuclear electricity generation.  
Ueno sheds light on Hiraki Sekiguchi, a mathematician during Meiji period. He nurtured many 
excellent students of that period as an educator, thus building up the basis for modern Japan.  
Next contributor Shigemitsu shows the outline of her lecture on ‘Multicultural society and discourse.’ 
She introduces her students’ reaction paper and concludes her students should have more awareness 
of pragmatic knowledge of language use.  
Finally, Takizawa describes his class. He talked about meaning of existence employing a concept of 
the gift of life in his lecture. Students learned they live without networking of human relationship 
and mutual understanding.  
 
オムニバス講義である「現代社会と人 A・B」は教養科
目として 2004 年に開設され、本年から「現代社会と人」
となり 10 年となる。本論はこれまでの研究「本学紀要『大
学における教養教育を考える（その 1～その 7）』」の継続
であり、「現代社会と人」における教育実践から大学にお
ける教養教育のあり方を検討するものである。 
第 1 章では、概論として「現代社会と人」から教養教育
を検討する。第 2 章以降では、各論として各担当者がそ
れぞれの専門分野からの教養教育の実践及び学生の小論
文及びレポートをもとに教育効果を検討している。 
 
第 1 章「現代社会と人」から教養教育の再考へ 
（担当：小沢一仁） 
１．大学生の現状と本来のあり方との乖離の自覚 
 まず、大学における教養教育を考える上で、ある教育実
習生が実習中に高校の生徒から質問を受けたという具体
的事例を提示する。その学生は実習中高校生から「大学生
はなぜ勉強をしないで遊んでばかりいるのですか？」と問
われたという。この問いかけにどのように答えたらいいか
大変苦慮したと語っていた。 
高校生でも、先輩などの個人的つながりやマスメディア
などの情報から、授業をサボり、バイト、サークル、ゲー
ム、遊び等に専念する大学生の状況を聞いていると推測さ
れる。決して安くはない授業料、大人として社会に出るま
での貴重な準備期間、受験勉強ではない本当の学問ができ
る環境にある大学生活の中で、遊んでばかりで勉強をしな
い大学生の現状は、真面目に考える高校生にとって不思議
に思えたのだろう。この問いかけに答えるのに困ったとい
う実習生にとっても、大学生である自分自身もそして周囲
の大学生を見ても、勉強、学問が大学生活で第一に重要な
ものではないという現状を認識している。しかし、この現
状は、高校生が問いかけるように大学生のあるべき姿では
なく、本来のものではないということも認識しているので
ある。この具体例はもちろん、全ての大学生がこのような
現状にあるというわけではないが、大学における問題のひ
